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これまでの流れ

疑問にお答えします。

小学校の統合はどうなっているの？

統合準備委員会
　平成27年4月～ 7月までに　4回
・総務・通学部会 4回
・学校教育部会 4回
・PTA組織部会 1回

総合教育会議　2回

平成28年1月25日 議会全員協議会（平成32年に新校舎で統合案）
平成28年３月８日 議会全員協議会
3月議会 修正案で可決（統合新小学校案否決）
5月17日 全議員と教育委員との懇談会
6月議会 30年統合・32年新校舎案を提示

【なぜ新築の学校を急ぐのか？】
教育委員会は、新築の学校と統合問題を同時に解決したいと考えているからです。
この根拠は、昨年の7月に小学校統合準備委員会の報告がされました。

【小学校統合準備委員会の報告内容】
　「三朝町民が誇りに思える多様な教育に対応できる新
築の小学校の建設を望む。」
付記事項
１．統合する小学校の位置について
　⑴通学に最適な位置を望む。
　⑵中学校や図書館等に近接した位置が望ましい。
２．統合する新小学校の校舎について

⑴特別支援教育や少人数指導等、多様な教育に対応
した校舎が望ましい。

　⑵小中連携(小中一貫)に対応した将来を見据えた校舎が望ましい。

【この報告を受けて…。】
　教育委員会は、11回の会議を重ねて、
１．新築小学校の建設予定地は、「大瀬地内」。
２．スケジュールは、
　　・平成28年度 用地交渉　　基本設計
　　・平成29年度 実施設計　　造成工事
　　・平成30年度 校舎等工事
　　・平成31年度 工事完了　　開校準備　　
　　・平成32年4月 開校
　　　　　　　　　　　という計画を作成しました。

【統合の時期について】
　教育委員会の説明では、教育大綱で定めている平成30年統合を、平成32年統合とし、2年間統
合を先延ばしにするという事でありました。
議会の考え方は
　少人数学級の解消は、早急な課題であり、もう待てない状態 。まずは、「平成30年に統合」し、
この課題を解消することが子ども達の教育にとって必要である 。

【議会は、どのように考えたのか？】
［修正理由］
　小学校統合事業について、少人数学級の解消は、早急な課題であり、教育大綱で定めているとお
り平成30年に統合し、地域・町民への説明をし理解を得ながら新しい学校建設を進めるべきと考
え、その事業費及び債務負担行為を削除いたしました。
　そして、３月定例議会において、「小学校統合調査特別委員会」を設置し、協議を進めてきました。

【そして、この度特別委員会の報告書がまとまりました。】

【議会としては】
　3月定例議会に上程された、小学校統合事業費
65,500千円。
　まずは、この予算の内容は、どのようなものだっ
たのでしょう。
1．不動産鑑定 
2．用地測量
3．実施設計……基本設計～実施設計を連続して行う
　そして、建設予定地は「西小学校東側の大瀬地内」
というものでした。

　　みささ議会だより　平成28年（2016）７月②
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（１）特別委員会の設置
　平成28年３月18日の本会議にお
いて、統合する小学校の施設等に
ついて調査研究を行う特別委員会
（12人で構成）を設置する。
　委員長に清水成眞議員、副委員
長に能見貞明議員を互選。

（２）委員会の調査内容
　①�平成30年の統合について
　②�新築の小学校について

（３）�委員会の開催及び関連する事項
・平成28年３月25日（金）13：30～第１回　特別委員会開催
　調査目的について
・平成28年４月１日（金）13：30～第２回　特別委員会開催
　平成30年統合の課題・問題点について
・平成28年６月24日（金）10：00～第３回　特別委員会開催
　特別委員会のまとめについて
・平成28年７月５日（火）16：00～第４回　特別委員会開催
　調査報告について

特別委員会調査の経過

小学校統合調査特別委員会　調査報告

　学校統合の問題は、「統
合」と「新校舎建設」と
は切り離して別々の問題
として考えるべきであ
る。
　「小学校統合」について
は、少人数学級の解消が
一番の問題と捉え、教育
大綱にある通り、平成30
年の統合を目指すべきで
ある。

　「新校舎建設」は、今
後は、三朝町の教育のあ
り方、また、新校舎の全
体像を明らかにして、広
く町民に説明し、意見を
吸い上げるべきである。
　「建設予定地」は、公
用地を含めた他の候補地
も視野に入れ、安全面も
含め、町民の理解を得る
事が必要である。また、
三朝中学校の老朽化も含
めて「義務教育学校」も

見据えた「新校舎建設」
を検討すべきである。
○少数意見
１．�新校舎については、
現在の西小学校の長
寿命化を図るべき。

２．�三朝町に活断層があ
り、震度６以上の地
震が起こる可能性が
ある。また、有利な補
助金のあり方、建設
費等の町債を考える
と早期に建設すべき。

調 査 の 総 括

　　みささ議会だより　平成28年（2016）７月④



６月定例議会

企画観光課

（委�員）助成事業で購入する備品
は、町で管理するのか竹田地
域協議会で管理するのか。

（回�答）竹田地域協議会を代表者
として備品整備するが、過去
に購入した備品と同様に、地
域協議会事務局を担当してい
る総合文化ホールで管理しま
す。各地域協議会の活動に役
立てていただきます。

（委�員）健康むらトイレ改修に係
る財源は、ふるさと納税の基
金を当てるようになっている
が、ふるさと納税は、教育の
関係の事業に充当することに
なっていたのでは。

（回�答）これまで積み立てている
基金を充当することにしてお
り、平成28年度以降に基金造
成したものは、教育関係に充
当します。

建設水道課

（委�員）除雪機の整備をやめて、
除雪作業に影響ないのか。

（回�答）今回の購入車両は普通ト
ラックに排土板を付けたト
ラックで、道路維持費で整備
しようとした除雪機は荷台の
無い除雪専用車両で構造が違
います。除雪作業には影響は
ありません。

（委�員）橋梁点検でどの様な点検
をするのか。

（回�答）全体122橋の一部を前倒し
して点検を進めているもので
す。橋梁点検は、国交省等か
ら橋梁点検車両を借りて、目
視及び叩いて点検を行います。

総務課

（委�員）派遣職員は4名同時か、
また職員の職種は。

（回�答）県の要請により6月１日
より９日まで１名、今回の派
遣では本町を含め町村から３
名、県職員３名の計６名で、
今後もそのような形でのもの
になると思います。また、職
員は炊き出しの配給、弁当の
配給といったことに従事した
そうです。

社会教育課

（委�員）トイレの改修は含まれて
いないのか。

（回答）検討しておりません。

（委�員）各施設のどの場所を考え
ているのか。

（回�答）野球場については管理棟
の女子更衣室、陸上競技場に
ついては男子更衣室をそれぞ
れ改修して造る予定です。尚、
テニスコートの人工芝がかな
りいたんで、危ない状態なの
で部分改修をしようと思って
おります。

産業民生常任委員会

コミュニティ助成事業補助金
（240万円）

観光施設特別経費
（456万円）

道路維持管理費（除雪機整備）
（△1,200万円）

橋梁新設改良費
（5,600万円）

総務教育常任委員会

熊本地震支援事業
（54万円）

トレセン耐震改修
（6,534万円）

野球場・陸上競技場女子トイレ新設 他
（500万円）

常任委員会で
慎重審査

委員会における主な質疑

除雪機

トレーニングセンター
⑤



【小学校統合】
《地域住民の質疑・意見》 《議会の回答》

・跡地利用の問題は議会でも委員会が出来議論されているが、動き
はどうか。（小鹿）

・地域住民と協議が必要と答申を執行部に出している。

・通学時間とバスの時間があっているか、教育委員会とバス会社と
の話が出来ていないのに統合問題が出来るのか、不信感しかない。
（小鹿）

・通学時間に合わせる様になっていると思う。

・統合が２年遅れてもいい雰囲気が多い。子どもの移動が１回です
むなら新しい方が良い。小中一貫校には時間が要するため難しい
との事。早く目途が立てられないか。（小鹿）

・一番子ども達に迷惑をかけているので早急に進めていく。

・多様な教育とは。（みささ）
・統合はどう進んでいるのか。（みささ）

・IT、特別支援、少人数学級、図書館の充実、体験を含
めた教育。
・議会としては30年に先ず統合と結論を出している。

・準備委員会のこれまでの話・流れの説明があり、必ずしも「新築」
として結論を出していない。（みささ）
・少人数学級とは何人が少人数か。
・普通授業を受ける子どもと障害があって受けられない子どもとい
う分け方か。（竹田）

・新しい学校になればその人たちに対応出来る編成にな
る。現在西小学校対応している。

・現在30年か32年か決まっていないのか。出来れば30年がいい。（竹田）・こういう機会に皆様の意見を聞き、今後どうするかを
決めていきたい。30年を目途に統合という事で否決。
まだ教育委員会から提案が無い。

・30年を32年にする事は軽々しく考えすぎる。
　30年統合で納得。理由なしに先延ばしにする事が一番問題である。
進め方と取り組みがおかしい。（竹田）

・説明に計画性が無く否決した。議会は30年で統合せよ
としている。

・議会としても新校舎なのか。西小学校は耐震工事をしている。将
来的子どもの数も減少。西小学校で考えてないのか。跡地利用は
どうするか。（竹田）

・議会は30年統合。必要があれば検討しながら新築も考
慮する。財政面も考慮する。

・金額的な事が町民に分かる様にして欲しい。（竹田） ・統合後に新築すると国の補助金が約３億減る。
・教育長に「住民の意見をきいて」と言うがしてくれない。議会も
きちんと対応して欲しい。
・教育長は「準備委員会で決まったのでご理解を」と言うが良くない。
議会も厳しく対応を。
・準備委員会と教育長の言葉が違う。委員会では具体的な建設場所
は出てない。（賀茂）
・議会として建設地は大瀬地内と決定か。
　30年統合は決定か。
　西小学校の跡地利用を提案して下さい。（賀茂）

・３月議会の結果説明（清水議員）
　議会として最終決定ではない

・子ども数は減るか。
・小中一貫校を考えないのはおかしい。
・大瀬以外には考えていないか（賀茂）

・人数は減る。
・町は大瀬一本です。

・大瀬地内は一等地。学校が出来れば税収が入らない。他の利用が
望ましい。他の候補地も検討すべき。（賀茂）

議　会　報　告　会
平成28年度

第１回

　今回は４地域協議会で議会報告会を開催しました。
　報告会では各常任委員会での審査状況や平成 28 年度の
予算審査の状況説明と質疑応答、意見交換会を行いました。
　今回の各協議会での関心が高かった事項は①小学校統合
②防災無線でした。住民の方々の関心も高く盛り上がりの
あった意見交換が出来ました。
　各地域協議会で出ました意見等を紹介させて頂きます。

　　みささ議会だより　平成28年（2016）７月⑥



開催日時 開催場所 参加人数

５月13日（金） バンビセンター 12

５月18日（水） みささ村公民館 13

５月27日（金） 竹田地区公民館 18

６月23日（木） 賀茂地区公民館 22

【防災無線】
《地域住民の質疑・意見》 《議会の回答》

・保ヶ平団地の屋外拡声器が撤去してあり、神倉の火事が分からな
かった。なぜ拡声器が無くなったのか（小鹿）

・意見として聞いておきます。

・３月には完成という事だが、受信が悪い又屋外のスピーカーは音
が小さい。修正されているか。防災無線の意味があるのか。（小鹿）

・戸別受信機は簡易無線の為、他の電波を受信するので
良く途切れる。屋外拡声器は鳴るが、戸別受信機は鳴
らないことがある事を周知してもらいたい。

・受信状況が悪い。特に横手は。（みささ） ・150メガヘルツで混信が起こっている

・Jアラートは２月には流れていないのでは。（みささ） ・流れていない

・神倉の火事について全く何を言っているのか分からなかった。（竹田）・今後しゃべる人にも指導して行く。戸別受信機の不具
合があるので、危機管理課も対応している。

・厳しい災害が現実にある。防災無線は屋内受信機でも Jアラート
に対応出来るか。（賀茂）

・不具合については詳細を説明（池田議員）。業者との契
約では対応出来るが、この度はシステムが組んでない。

【その他】
《地域住民の質疑・意見》 《議会の回答》

・地方創生の交付金が下りているが、交付金がどのように下りてい
るのかわからない。（小鹿）

・地方創生の交付金はその事業だけは無く、いろんな事
業に使用。事業の承認を得たものに使用出来る用計画
している。

・三徳山買い上げの範囲は。地元と合意済みか。（みささ） ・公民館の後ろ側。大筋合意している。

・一般会計歳出が説明と議会だよりの数字が違う（みささ） ・学校統合の部分を否決したから。

・砂原の川の所にゴミが溜まり、対応について町に言ったが、悪天
候の為作業中止と回答があり、その後の対応は。（みささ）

・ふるさと納税の使い方が６通りあったが。（みささ） ・今は学校教育だけになった。

・議会だよりで関心のある「議会としてはどうなのか」と言う事を
発信して欲しい。（みささ）

・三徳山調査とは。地籍調査でやれば費用はかからないのでは。町
費はいくらか。土地代に約1,000万円支払うのか（賀茂）

・山林60ha の測量です。町費1割位。
　土地代に約1,000万円支払う。
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三朝町の明日に期待

清水
　町民への安心・安全につい
ての思いは？
町長
　復興支援のために、益城町に
職員を派遣した。熊本地震の教
訓を活かし、地域防災計画の見
直しを重ねて実効性のあるもの
に仕上げていきたい。

清水
　「災害時に必要な物資」につ
いての考え方は？
町長
　アルファ米350食。クラッカー
477食。その他連携備蓄品とし
て共同で備蓄している。

清水
　三朝町業務継続計画 (BCP)
「地震編」では、災害時での優
先業務を確保し、必要な資源
の確保・配分や必要な対策を
定めているが、見直しは？
町長
　様々な災害を教訓に見直し
を重ね精度を高めていく。宿
泊仮眠施設は、旅館・ホテル・
病院の空き病棟を考えている。

清水
　このマップをどのように活
用していく予定なのか？
町長
　従来の情報のほか防火水槽、

消火栓、AED設置場所、ブロッ
ク塀の高さ、空き家などの情
報を掲載する予定としている。

清水
　団員が少なくなっているが、
維持できるのか？
町長
　全国的に消防団員の確保が
難しくなっている。この状況を
重く受けとめ、将来を見据えた
消防団組織の検討が喫緊の課
題であり、今年度の最重要項
目としてより一層の消防団組織
強化に努める。

清水
　宿泊者の避難場所の確保
は？
町長
　重要な問題だと認識をして
いる。このような時は三朝温
泉観光協会、三朝温泉旅館協
同組合等の各種団体と連携を
図りながら宿泊者を支援する
とともに、安全に自宅へ帰る
方策を行いたいと考えている。

清水
　避難場所では、相当なスト
レスがたまり「関連死」され
る方も多い。話を聞くだけの
ボランティアを呼びかけては
どうか？
町長
　きわめて重要なことと思って
いるので、各種団体等ともいろ

いろ話題に供していきたい。

清水
　人口7,000人の我が町で、350
食のアルファ米では足らない
と思うが？

町長
　きちっと精査をして出来る
だけ充足を高めていくように
したい。県の計画の中で調整
を図っていきたい。

清水
　各地域協議会に、備蓄品を
分けておいたらどうか？
町長
　検討させていただきたい。

清水
　三朝町役場が、防災本部とし
てきちっと機能できるのか。
町長
　非常用発電施設の設置を整備
することが必要と思っている。

○熊本地震を受けての思いは？

○物資は？

○災害時の職員の業務は？

○災害情報マップの活用は？

○消防団員の確保

○宿泊者の安全確保

○ボランティアの組織

○災害時に必要な物資の量

○備蓄品の管理

○防災本部のあり方

防
　
　
災

答 ���非常用発電施設の設置を整備することが
必要

問 ��役場の防災本部がきちんと機能していけるのか

清水成眞議員

　　みささ議会だより　平成28年（2016）７月⑧



４人の議員が一般質問

中信
　三朝町での推計では高齢化社
会へ確実に進んで行く。介護
サービス給付費も右肩上がり
だ。そこで平均寿命と健康寿命
に着目した。鳥取県は差が男性
約８年、女性約13年、この年数
が不健康期間となり、この差を
短縮すれば、長く元気で暮らす
事が出来、社会保障の負担も軽
減出来る。高齢者へきめ細かな
対応が必須である。

中信
　高齢者へのきめ細かな対応や
介護予防の充実と高齢者の社会
参加等の支援と包括支援セン
ターの業務は多様化し多忙であ
る。現状に対応が出来ていると
は思えない。将来の状況を視野
に地域包括支援センターの人員
を増やし介護予防事業の充実を
図るべきと考えるが町長の見解
を伺う。
町長
　65歳以上の人口規模による配
置基準で十分対応。第２次三朝
町自立に向けた行動計画で定員
適正化計画策定の数値目標を設
定し、行政の
人員体制のス
リム化を図る
為、町全体の
職員定数が限
られているの
でこの体制で
行く。

中信
　地域包括システムの構築は地
域住民の参加が不可欠。ボラン

ティアとして地域の自主的な介
護予防活動や健康づくり活動又
サロンを開催等の中心的役割を
担うリーダー養成が必要と考え
るが、町長はどう思われるか。
町長
　地域包括システムの構築は重
要であり、地域住民のつながり、
助け合い、支え合いによる地域
ボランティアの育成は必要不可
欠であると考える。社会福祉協
議会とも連携しながらボラン
ティアの養成、取り組みを進め
て行く。

中信
　認知症患者の増加傾向に伴
い、認知症を正しく理解し、認
知症の家族を温かく見守り応援
者になる、又身近な人達に知識
を伝え、出来る範囲で手助けや
活動をする認知サポート養成が
急務と考える。町長はどう思わ
れるか。
町長
　認知症の問題は急を要すると
思っている。

中信
　認知症早期発見にタッチパネ
ルの使用に効果があると聞く。
三朝町ではどうか。認知症対策
の計画はあるか。
町長
　社会福祉
協議会や各
団体が取り
組んでいる。

中信
　高齢者の実態を定期的に把握
する事は必要。対策の資料にな
る調査の回収81％。これでは実
態調査の意味がない。琴浦町で
は高齢者対策に生かされてい
る。老人クラブに協力していた
だき100％回収だ。切手代位の
経費が支払われ、老人クラブへ
の活動費、回収率100％といい
アイデアと思う。是非実施して
いただきたい。
町長
　老人クラブと相談する。

中信
　介護予防活動や健康づくり活
動としては老人クラブが一番い
い活動をされている。入会者が
減っている現状があり、クラブ
の内容や関心を持っていただけ
る広報や呼びかけを。
町長
　老人クラブの活動はきわめて
重要。更に進展できるよう、町
としてしっかり支援をしていく。
　すばらしい福祉の町になるよ
う目指して努力していく。

○高齢者の健康寿命に着目

○包括支援センターの配置人数は

○ボランティアの
リーダー養成が必要

ひとりで死んでも
　 孤独死ではなく
　　 在宅死でありたい

○認知症サポーター養成が急務

○認知症の早期発見

○高齢者の実態調査を定期的に

○老人クラブの活動への支援を

高
齢
者
支
援

答 ���ボランティアの養成は社会福祉協議会と
連携して取り組みを進める

問 ��高齢者の支援充実について

中信貴美代議員
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三朝町の明日に期待

池田
　今年１月25日、教育委員会
は統合を２年先送りし32年に
新校舎で統合新小学校をス
タートさせたいと提案し、３
月に関連予算案を提出したが、
議会はこれを削除、そして「30
年統合すべし」という議決を
した訳ですが、教育長は、こ
の議会の議決をどう考えてい
るか。

教育長
　議会議決、議員各位の強い

思いを尊重して、30年統合と
いうことで進めていきたいと
考えている。

池田
　統合の件と新校舎の件は切
り離して考えるべきではない
か。中学校の件や場所、工費
の事など問題はたくさんある
と思うが。

教育長
　小中一貫校は考えていく必
要があると思うが、中学校の
校舎は耐震もしてあり、しば

らくは大丈夫、場所について
も、今、考えている所が良い
と思っているので、30年統合、
32年新校舎スタートで理解し
ていただきたい。

○２年先送りはダメ

○30年統合で進めたい

○新校舎問題は切り離して

○32年新校舎スタートしたい

教 

育 答 ���30年に統合したい
問 ��小学校統合問題

池田雅俊議員

池田
　一昨年から取り組まれている
中学生の土曜楽校に出てみて、
学年による学力差が甚だしい現

実がある。これは教員の授業力
によるところが大きいと思うが。

教育委員長
　教員の授業力・指導力を高

めるために資質向上を図ること
が必要で、その為の支援を県
と協力して進めてゆき、教育
委員会としても積極的に口を
挟んでいきたいと思っている。

○学年による学力差

○教員の資質向上

教 

育 答 ���教員の授業力向上に努める
問 ��学力保障・学力向上

池田
　吉田町政がスタートしてか
ら着実に人口も観光客も減少
の一途を辿っているが、人口1
万人復帰大計画、観光客倍増

計画といった大きな目標設定
が必要ではないか。

町長
　平成の大合併時、単独生き
残りを目指し自立に向けた行

動計画を策定、地方分権社会
にふさわしい自立した元気の
ある三朝町創造に取り組んで
行く。そして訪れてくれる観
光客に、行ってみたい、住み
続けたい、生き生きと暮らせ
る町と感じてもらえる町づく
りを進め、町民の安全安心を
一層強固なものにするため鋭
意努力したい。

○人口1万人、観光客倍増

○自立した元気な町

町
　
　
政

答 ���行ってみたい、住み続けたい、生き生き
と暮らせる町づくり

問 ��吉田町政20年の足跡

　　みささ議会だより　平成28年（2016）７月⑩



４人の議員が一般質問

山田
　耐用経過年数が30年以上
の施設は全体の50％ある。
一般的に30年を超えると大
規模改修が必要と言われて
いる。町の管理計画では、
西小、中学校は長寿命化が
必要であるし、何か所かの
公民館、消防関係施設、住
宅団地も急ぐものがあると
指摘している。
　一方で、少子高齢・人口減
時代で公共施設の維持には財
源不足が予言されている。
　全ての公共施設を更新す
るとすれば、今後40年で576
億円、単年度では14億円必
要だと国のソフトを使った
試算がなされている。この
現状を認識されているか。
町長
　コストをいかに平準化し
ていくかが課題だ。財務、
建設水道課を中心にマネー
ジメントを推進していく。
山田
　27年11月の管理計画では、
税収は減り社会保障費は膨
らむ。このままでは基金が
枯渇する。28年３月にも同
様な財政の危機意識をお持
ちだったが。

町長
　財政に対する危機的な思
いは常に持っていなければ
ならない。

山田
　28・29年で体制整備する
のは遅すぎる。あれだけの
データが揃っている。改修
をベースに優先順位を決め
てやるべきだ。
町長
　今後財務と建設水道課を
中心に検討を進めたい。

山田
　町内のどの施設も欠かせ
ない。施設の統廃合は難し
いのではないか。
　管理の在り方が10次総の
足を引っ張ってはいけない
と考えるが。
町長
　当該地域以外には余りな
じまない施設がある。改修
が合理的かなと考える。

山田
　新耐震基準で補強された
施設は長寿命化を図ると管
理計画で示された。直ちに
新校舎を建設することは矛
盾があると思うが。
町長
　統合準備委員、子どもた
ち、保護者の願いを考える
と新校舎を作るべきだ。
山田
　一般的に40年過ぎたもの
は改修して60年目を目指す。
さらに改修が可能なら80年
は使えるだろうと言われて
いる。長寿命化を図るべき
で、新校舎建設は延ばすべ
きだ。
町長
　財政は一応大丈夫でありま
すので、我慢できるものは我
慢してでも、新しい学校建設
にご理解いただきたい。
山田
　理解できない部分もある
が質問を終わります。

○財源の減少が見込まれる状
況での施設管理という認識
はあるか

○マネージメント推進体制の
整備は遅すぎる

○10次総の目指す町のため
にも改修で長寿命化を図る
べきだ

○直ちに新校舎建設はあり得
ない

山田道治議員

公
共
施
設

答 ���必要性・管理コストを考慮して判断する
必要がある

問 ��改修で長寿命化を図るべきだ
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【陳情】　６月定例会の陳情に対する審査結果です。
件　　　　　　　名 提　　出　　者 審査結果 審　査　意　見

TPP 協定を国会で批准しないことを求める陳情 農民運動鳥取県連合会 趣旨採択 TPP大筋合意の全容が十分に示されていない等、
陳情の趣旨は理解できる。

地方財政の充実・強化を求める陳情 自治労鳥取県本部
三朝町職員労働組合

採択
意見書提出

地方自治体の担う役割は年々増加しており、これ
に見合う地方財政を確立する必要がある。

町民登壇 ～私の思い～

　我々消防団員の役割は、住民の生命・身体・財
産をあらゆる災害から守る事にあります。そのた
めには、団員一人一人が災害に対する技術と知識
の向上を図らねばなりません。
　特に熊本地方で発生しているような予測もつかない災害が多発し
ている昨今ではなおさらです。三朝町消防団では、消防ポンプの運
用方法・中継送水の要領・ロープワーク・自然災害に対する知識と
対策・心肺蘇生法等を全団員が実施できるよう、地区団ごとに研修
会を開いて勉強しています。
　そして、町民から頼られる消防団員を目指し、安心安全な町づく
りのために活動していきたいと思います。

シリーズ

【議案に対する賛否】
議
案
番
号

議員名（議席順） 石
田
恭
二

吉
田
道
明

池
田
雅
俊

能
見
貞
明

中
信
貴
美
代

山
口　

博

清
水
成
眞

藤
井
克
孝

平
井
満
博

山
田
道
治

牧
田
武
文

福
田
茂
樹

結　

果

町長提出議案名

（６月定例会）

46 専決処分の承認について（平成27年度三朝町一般会
計補正予算（第７号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

47 専決処分の承認について（三朝町国民健康保険税条例
の一部改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

48 専決処分の承認について（三朝町税条例等の一部改正） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

49 平成28年度三朝町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

50 平成28年度三朝町国民健康保険事業特別会計補正予
算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

51 平成28年度三朝町水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

52 平成28年度三朝町国民宿舎事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

53 財産の取得について（除雪トラック） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

54 工事請負契約の締結について（三朝町農林漁業者健
康増進施設耐震改修工事（建築・機械設備）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

55 損害賠償に係る和解について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

56 損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

※○は議案に対する賛成、●は反対等であることを意味しています。　※福田茂樹議長を除く11名の賛否状況です
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な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
住
民
か
ら
の
地
方
税
収

だ
け
で
標
準
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必
要
な

財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
市
町
村
、
地
方
税
収
だ
け

で
は
財
源
が
不
足
す
る
団
体
に

対
し
て
、
財
源
保
障
す
る
仕
組

み
が
地
方
交
付
税
で
す
。
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と
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と
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と

●題字提供者紹介

西小学校６年 田村　優さん

　運営委員会の委
員長として、運動
会スローガンを決
めて全校に発表し
ました。
　野球スポーツ少

年団でキャプテンとしてチームを
まとめ、全国大会出場を目指して
がんばっています。

三朝町消防団団長

米��原��諒��一

町民から頼られる
　　　消防団員を目指して

⑫　みささ議会だより　平成28年（2016）７月


